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   Transurethral resection (TUR) is generally accepted as the best treatment for benign 
prostatic hypertrophy. In spite of the improvement of instruments in recent years, TUR re-
quires skill and experience to be mastered. The irrigating fluid system, operating table and 
chair, and other equipment in our clinic are reported. These instruments are important to 
carry out smooth TUR. We use the Stern-McCarth", resectoscope in our clinic, because we 
prefer a finger-controlled instrument to a spring-cutting instrument. The outline of our te-
chnique for TURP and results of 314 clinical cases are reported.























切 除 鏡 はACMI製 のStern-McCarthy型切 除 鏡
を 使 用 して い る(Fig.1a).Stern-McCarthy型切
除 鏡 は 両 手操 作 型 で あ るが,片 手 操 作 型 の代 表 と して
Iglesias型切除 鏡 が よ く普 及 して い る.両 者 の 間 に
は 操 作 が 両 手 か 片 手 か とい う相 違 点 の 他 に,切 除 が指
で 行 な わ れ るか,ば ね で 行 なわ れ るか の違 い が あ る.
指 で 切 除 す る方 が ル ー プ の動 きを 正 確 に コ ン トロー ル
出来 る とい う利点 が あ る の で,著 老 はStern-McCar-
thy型切 除 鏡 を 愛 用 して い る.
1適応 につ い て
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潅流液は蒸留水を加xて 等張に調製 した ウリガール
溶液を51用 滅菌瓶に入れて,当 院のオー トクレープ
















潅流液供給システ ムの他にも,TURを 円滑に 遂
行するため,種 々の工夫がなされている.
普通の切除鏡は,潅 流液用チューブと照明用ライ ト


























:翌朝 ま で に2,000～3,000ml
:翌朝 よ り開 始
:翌朝 まで絶 対 安 静
留 置 カ テ ー テル 抜 玄 まで ベ
ッ ト上





























































例,神 経因性膀胱6例 が含まれている.こ こでは前立
腺肥大症に対するTUR-P314例について報告する.
豆,年齢(Table2)
70歳代が最 も多 く,60歳代 と70歳代で 大部分(82
Table2.年 齢
矢野 ・ほか:前 立腺肥大症.TUR





















(44%)にみられた,こ れ らの合併症を もつ症例の
TUR-Pを行なう場合に は,必 要 に応じて合併疾患
の専門医に共同観察を依頼している.
前立腺肥大症に起因する合併症は,膀胱結石25例,










あまりに大きな腺腫に対 してTURを 行な うと,手

















































































出血 量 は 測 定 され て い な い ので,代 りに輸 血 量 を示
す.62例(20%)に 輸血 が 行 なわ れ た.
6.術 中 術 後 合 併 症(Table6)
TUR反 応 は,潅 流液 と し て 等 張 の ウ リガ ー ル 液 を















1 2 3 期間(月)












い.術 後の膿尿は,TURが 満足に行なわれて おれ
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